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抄　　録

少子高齢化の時代になり若年層献血者の重要性が増している。若年層献血

率の減少に対し，これまでいろいろな試みが行われているが，いまだ解決策

が見出せなく減少を止められないでいる。その解決策の一つとして高校献血

があるが，高校献血に対する考え方は各都道府県により違いがあり，400mL

献血確保の弊害要因として実施に対し積極的でない血液センターがある一

方，必要血液単位数を確保する上で200mL献血も可として重要視している

血液センターもある。そんな中，400mL献血率向上と若年層献血者確保数

向上の両立を図るため，県をまたいだ検討会を北関東３県（茨城県，栃木県，

群馬県）の地域血液センター間で立ち上げた。検討会では所長を含めた担当

者間で問題点を討議し，情報交換，業務の見直しや意識改革により新しい高

校献血の方向性を見出すことができ，また３県の担当者間での相互の連絡体

制ができ，結果として献血状況に改善がみられたので報告する。
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【はじめに】

若年層の献血啓発は血液事業を継続する上で重

要であり，これに関してこれまでも多数の報告が

あり，10代献血者の減少の問題が大きくクロー

ズアップされてきている1) ～ 6)。行政でも文部科

学省高等学校学習指導要領保健体育編7)に校内で

も献血制度へ適宜触れるようにと明記され，書面

上での整備は進められているが，10代献血率が

効果的に向上したとは思えない現状である。横山

ら8)は400mL献血の推奨が高校献血を衰退させ

た要因として挙げている。そんな中，北関東３県

は高校献血を粘り強く継続してきた。ここでいう

「高校献血」とは学校内に献血バスを配置し献血を

実施するものである。

北関東３県は人口や献血者数，供給数が規模的

に似ており（図１），全国的にも高校献血の実施率

が高い（表１）。この表からも高校献血の実施率と

10代献血率の高さが相関していることが示唆さ

れ，10代の献血者数の確保要因となっている（表

１）。一方対象者に16歳および17歳女性が含ま

れるため400mL献血率が低くなり，全国平均値

（平成26年度91.8％）より低い県が多くみられる。

一般的に高校献血の実施率が高い都道府県は

400mL献血率が低い傾向も見受けられる（表１）。

この相反する目標（若年層献血者確保および

400mL献血率の向上）に対してどのようなアプロ

ーチをもって目標値を達成させるかが問題であっ

た。

群馬県赤十字血液センターの所属している関東

甲信越ブロックでは平成28年度400mL献血率目

標値を92％に設定した。しかし直近５年間にお

いて群馬県赤十字血液センターでは400mL献血

率が75 ～ 80％程度で推移しており目標値到達に

向けて，平成27年度から400mL献血率の向上を

目指して段階的に業務の見直しをする必要があっ

た。見直しをする項目のなかで若年層献血である

高校献血が400mL献血率に影響を与えているの

は明らかであった（平成26年度高校献血400mL

献血率24.8％）ため，どのような方法で全体の

400mL献血率を向上させるか検討を開始した。

平成27年度第１回日本赤十字社関東甲信越ブ

ロック血液事業運営会議で北関東３県（茨城県・

栃木県・群馬県）の所長が意見交換をした際に，

同様な課題を抱えていることが分かり，渉外担当

レベルを交えた場を設け，情報交換を通じて打開

策を見出そうという考えから「北関東高校献血打

合せ会」を開催することとなった。

今回は北関東３県の３回の打合せ会後に高校献

血の400mL献血率の向上がみられ，その他の献

血状況にも改善がみられたので報告する。

【方　　法】

「検討会」の体制であると規程等の作成が必要で

あることから比較的運営が容易な「打合せ会」体制

とし，各センターにおける渉外担当者が多く参加

できるように開催会場を３県持ち回りとした。ま

た統一的な打合せ会の運営を図る上で事務局を群

馬県赤十字血液センター総務課とした。

出席者は所長，事業部長（献血推進部長），献血

推進担当の課長，係長，主事とし，開催日程につ

いてはセンター行事等を考慮して事前調整を密に

行い，およそ１カ月前には開催通知をもって周知

を行った。開催時間については３時間から４時間

程度で実施していたが，第３回においては討議内

容が多くなり５時間以上の打合せ会となった。

打合せ内容については全体的な協議事項（司会：

群馬赤十字血液センター事業部長）から始まり，

図１　�北関東３県の人口，献血者数，供給数の比

較（平成26年度）

項目 群馬県 栃木県 茨城県
人口（万人） 197 198 292
献血者数（人） 85,639 81,308 103,415
供給数（実本数） 86,926 80,594 98,546
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分科会（司会：群馬県赤十字血液センター献血推

進課長）にて担当者レベルでの議論が行われた。

分科会では所長および部長はオブザーバーの役割

で各センターにおける詳細な情報や問題点等につ

いて直接に触れることにつとめた。

打合せ会の資料については事務局である群馬県

赤十字血液センターでたたき台を準備し，高校献

血に特化したものを作成した。まず，過去３年間

の高校献血の実施状況が一目でわかる表の資料を

骨子とし，３県での数値での違いをわかりやすく

作成した。打合せ会内で，より詳細な資料が必要

な場合には次回開催時までに各センターにて調査

し，追加資料として内容の深化を行った。

【結　　果】

第１回（会場：栃木県赤十字血液センター）

まずは全高校における献血実施割合など高校献

血実施状況一覧を作成し，現状の問題点について

以下の項目を抽出して検討を行った。

1）公立，私立，男子校，女子校，共学校の特徴

2）稼働状況（月別の高校献血実施状況）

3）高校献血における400mL献血率

4）献血対象学年

5）実施形態（授業中，文化祭等）

6）実施における対応職員の増員の有無

7）推進対象者（渉外対象）

8）献血同意書取得状況

9）センターの抱えている問題点など

3県において高校献血は若年層献血者の確保方

法の一つという考え方については共通していた

が，渉外方法や献血同意書の形式，実施時期につ

いてかなりの違いが明らかになり，その比較検討

をすることを通じてお互いのやり方の改善をする

ことができた。

とくに，献血同意書について群馬県赤十字血液

センターでは実施する高校で献血同意書（図２）を

作成し200mL献血と400mL献血の希望を記載す

る項目があったが，他の２センターは自センター

で献血同意書を作成し200mL献血と400mL献血

の選択項目が存在していないことが判明し，献血

会場の受付で本人の意志により400mL献血が可

能となっていた。さっそく，群馬県赤十字血液セ

ンターでは200mL献血と400mL献血の選択項目

をなくし，当日の本人の意志で400mL献血が可

能になる方向で修正を行った（図３）。

高校１年生は年齢的に400mL献血ができない

ため，各センターにてどのような対応を実施して

いるかの点について，献血セミナー等の講習会で

献血啓蒙活動にシフトするようにしているが，授

業時間との兼ね合いで学校の理解を得られず実施

が困難な点も挙げられた。群馬県と栃木県では可

能な限り400mL献血が可能な高校２年生から開

表１　高校献血実施率順位，10代献血率と400mL献血率

順位 都道府県名 実施校／設置校 実施率 10代献血率（順位） 400mL献血率（順位）

1 栃木県 75 ／ 77 97.4％ 11.7％（1） 77.8％（47）

2 岩手県 72 ／ 79 91.1％ 7.1％（7） 86.2％（41）

3 山梨県 39 ／ 44 88.6％ 10.5％（2） 86.6％（40）

4 群馬県 58 ／ 79 73.4％ 9.5％（3） 80.6％（45）

5 静岡県 93 ／ 142 65.5％ 4.9％（26） 91.6％（29）

6 沖縄県 40 ／ 63 63.5％ 5.1％（22） 97.4％（13）

7 徳島県 22 ／ 35 62.9％ 3.7％（40） 99.7％（4）

8 愛媛県 40 ／ 69 58.0％ 4.7％（28） 99.8％（2）

9 秋田県 35 ／ 61 57.4％ 7.3％（6） 90.3％（32）

10 埼玉県 110 ／ 201 54.7％ 6.6％（12） 77.9％（46）

11 茨城県 64 ／ 118 54.2％ 6.2％（14） 81.7％（44）

厚生労働省「平成27年度　第１回血液事業部会献血推進調査会【参考資料４】高校生の献血数について」から引用
10代献血率については「献血可能人口比」にて算出（平成26年度実績　全国平均は5.6％）
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始することにし，高校１年生は出前講座などで対

応するように変更したが，栃木県では慣習もあり

高校１年生も対象として続けている。

第２回（会場：群馬県赤十字血液センター）

より効率的な高校献血を実施し，かつ400mL

献血率が高い山梨県赤十字血液センターの職員を

講師として迎え，実際の渉外方法や400mL献血

率の推移について話を聞き，400mL献血率向上

のための検討を行った。

山梨県では平成13年度から400mL献血を推進

するために高校献血の取りやめ等も検討されたが

献血者確保および若年層への啓発普及目的で継続

をしていた。平成23年度からは高校献血におけ

る400mL献血の積極的な推進に方向転換したこ

とにより，平成24年度には実施率が80％台に，

また400mL献血率が60％台に向上したと報告さ

れた。

山梨県での積極的な推進は

1）献血時期の変更依頼（400mL献血可能者を増

加させるため10月～１月での実施に変更）

2）高校ごとの学年指定（２年生，３年生を限定

とした献血の実施）

3）年間回数の変更（年間２回実施校を増やす）

4）学校への説明強化（受血者の声【ニュースレ

ター】を生徒に配付，DVDの活用【アンパンマン

のエキス等】，同意書の説明，校長先生への訪問）

高校献血でのキーマンは「学校長」「養護教諭」

「保健主事」であること。高校ごとに対応を変え臨

機応変に実施し，理解を得ることや良好関係の構

築に力を入れたとのことであった。

山梨県と群馬県の現状と課題をふまえ，３県は

400mL献血率向上を阻害する要因（行政との関係

性，高校献血の400mL献血の積極的な推進方法，

16歳と17歳の200mL献血基準者への対策等）を

挙げ，第１回よりさらに詳細な部分まで意見交換

を行った。それにより，行き詰まりを感じていた

自センターの推進活動を顧みることができ，意識

の変革につながった。また，目標到達（400mL献

血率92％）へ向けて，群馬県での200mL献血本数

と400mL献血本数の具体的な変動数値を示し，

各県での考え等を話し合い，高校献血の問題点を

さらに整理することができた。

第３回（会場：茨城県赤十字血液センター）

北関東３県の献血打合せ会のことを知った広域

図２　変更前の献血同意書
200mL献血および400mL献血を事前に

選択できる様式

図３　変更後の献血同意書
献血基準に基づく献血実施の同意を	

いただく様式
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事業運営統括調整監や高校献血を実施している千

葉県赤十字血液センター職員６名がオブザーバー

として参加することになり，高校献血に対する関

心の高さが推定された。３回目になると職員間の

面識が深まり，通常業務時でもさまざまな情報交

換と共有化が図られるようになっていた。

今回の打合せでは過去の打合せ会で挙げられた

具体的な課題（高校１年生対策，女子高，学校内

400mL献血の推進，計画の変更，処遇品，同意書）

について一つずつ対応策を話し合い，既に実行に

移している事項や今後の取り組み方について意見

交換を行った。

200mL献血のみの対象者である高校１年生に

対しては献血セミナー 9) ～ 13)への移行を実施しよ

うとしたが，学校からの理解が得られず，どの血

液センターでも対応が困難であるとの報告であっ

た。また高校内の献血担当者「養護教諭」や「保健

主事」，時には「学校長」を交え400mL献血の必要

性を伝えたことにより飛躍的に400mL献血率が

向上した高校も見られた。

群馬県では平成26年度200mL献血のみ許可す

る高校が58校中15校あったが，養護教諭との関

係構築等により平成27年度には５校まで減少し

た。初めて献血する生徒は200mL献血と決めて

いた高校は平成26年度７校であったが平成27年

度は３校と減少していた。

【考　　察】

３回の北関東高校献血打合せ会で討議されたこ

とをふまえ，平成27年度内での各県において渉

外方法，採血対象学年や同意書等の見直しが図ら

れ，３県の高校献血の400mL献血率は平成26年

度34.0％から平成27年度42.1％（内訳：茨城県

35.7％→38.3％，栃木県39.1％→41.7％，群馬県

25.7％→48.0％）（図４）へ，全体の400mL献血

率は平成26年度80.2％から平成27年度89.1％へ

上昇し，打合せ会の効果が見られた（図５）。

群 馬 県 に お け る 高 校 献 血 は， こ れ ま で は

400mL献血率を考慮しない聖域的な扱いで対応

していた。初回献血者は200mL献血を推奨する

とか，いくつかの高校では200mL献血のみ許可

するとか，献血してもらえれば良いという考えが

主流であったが，輸血を必要とする方々へ必要な

400mL由来製品を確保するという意識の改革が

図られ始めたのがこの打合せ会からであった。職

員間では高校献血だけではなく，企業献血等にお

いても積極的な400mL献血推進を行う姿勢が見

られ，全体の400mL献血率が向上し平成27年度

の400mL献血率が92.9％（平成26年度80.6％）

となり，平成28年度関東甲信越ブロック目標値

92％を前倒しで達成することができた。また，他

センターの状況を詳細に知ることができたことに

より自センターに不足する考え等が明確になり，

自センターの立つ位置が分かったことも向上の要

（％）
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図４　�北関東３県の高校献血における400mL献

血率の推移

図５　北関東３県の全体400mL献血率の推移
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因となった。

安易な高校献血の廃止ではなく，若年層献血者

と400mL献血率の向上の両立を図る新たな献血

スタイルの構築が北関東から提唱できたように感

じられ，これらの数値の向上に反映されたことは

職員のモチベーションアップにもつながってい

る。

この打合せ会のような，同じ悩みを持つセンタ

ー間の現場の担当者が所長や部長同席の上で詳細

な事項について話し合いを持つ場は今までなかっ

たと思われる。お互い，良きライバルとして情報

交換を行うことによる相乗効果は施設のトップ

（所長や部長）が同じ考えで事業を進めていること

を直接に係長や主事が感じ，行動することは運営

基盤の強化が早急に図ることができる要因だと思

われる。

さらに重要なことは，これまで３県で相互の情

報交換や交流がみられなかったが，今回の検討会

を通じて，お互いに顔の見える関係になり，電話

等での連絡が気楽にできる関係になったことであ

る。これらのことをまとめると①意識改革（過去

の事例にとらわれない考え），②一体感（所長，部

長を含めた検討および検証の場を設けること），

③交流（他施設との関係構築）の３点に要約でき

る。

北関東３県にてさまざまな問題点（大学・専門

学校献血，街頭献血，１稼働率の向上，職域献血

など）を話し合い，事業運営の健全化に向けて前

進していくために平成28年度も打合せ会を継続

している。
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